
　　　　　本校の研究は、生徒の「目を輝かせていきいきと学ぶ姿」を引き出すために、教材開発や単元
構想、新たな気付きを促す場の設定、ＩＣＴ活用など、生徒の学びを深め、自ら学ぶ姿を引き出すための
教師支援に取り組んできた。その取り組みの中で、学びを教室に閉じず、当事者や専門家等の方々と共に
学ぶ場を設定したことで、より主体的に活動したり、学びの有用性を感じたりする姿が見られた。
　そこで、生徒のいきいきとした姿をより引き出すためには、「誰と共に」「何を創るか」が大事である
と考えた。この願いから本年度は、「共創する生徒」と研究主題を設定した。学びを教室に閉じず、生徒
の思考に寄り添い続けることで、より深い学びを目指す。
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研 究 紀 要

問題に気付く力問題に気付く力問題に気付く力

元の位置に戻っちゃうから入れ替わりができないんだ！
― ２年「バドミントン ミックスダブルスを極めよう！」より ―

他者と関わり合うことで自分の作品を客観的に見直す
― ３年「空想画　～15歳のわたし～」より ―

　思春期真っ只中の15歳の思いを空想画で表現した。自己満足で終えるのではなく、作品を観た人
に、作者の思いや考えをより伝えるために、制作途中でお互いの作品のよさや改善点について話し
合える場を設定した。
　Ａは、今の自分に必要のないものをゴミ箱に捨てるという内容の作品を描いた。アドバイス会の
中で、Ａは作品についてのコメントに目がとまった。Ａは下描きの段階で、自分の思いをうまく伝
えられていないことに気付いていた。タイムリーに実施したアドバイス会での友達の意見から、絵
の向きを変えることで、「不要な
ものを捨てる」のではなく「必要
なものをもらう」という、作品の
見せ方や視点が変化し、作者の
思いが伝わることに気付いた。
　Ａは感想に、「アドバイス会を
通して、発想の転換をすること
の大切さに気付かされました」
と書き、自分の思いをよりよく
表現するための視点を工夫し始
めた。

体育

美術

板一枚で作品の強度は大きく変わる
― １年「家庭の物を整とんしよう」より ―

Ａの試作の変容（コラボノートより）

かっこいい店員さんになりたい
― 自立活動 「状況に応じたコミュニケーションに関すること」より ―

　職場実習に向けて、困っていることを相手に伝えたり、報告をしたりするために「刈南中実習心
得」に沿って、話形を覚えたり、話し方の練習をし、職場実習に臨んだ。バザーに向けてさらによ
りよい接客ができるようにするために「新刈南中実習心得」を作成する課題を設定した。
　休日に買い物に出かけて見つけた「店員のかっこいい姿や気持ちのいい態度」を発表し合い、目
指す姿を確認した。いらっしゃいませ班、接客班、レジ班に分かれて、第１回模擬バザーを実施し
た。接客班を担当したＡは、仲間から、声の大きさや目線についてのアドバイスをもらった。Ａ
は、練習タイムで教師が実演する店員が客役の自
分を少しも見てくれないことを不快に感じ、接客
時に大切な店員の態度について考えた。また、自
身の接客の様子を撮影した動画を見て、自分の声
の大きさや目線を客観的に認めることができた。
　Ａは、接客をする時には、相手の方をしっかり
と見て、聞き取りやすい声の大きさで話すこと
が、「かっこいい店員さん」につながることに気
付き、第２回模擬バザーに生かすことができた。
そしてＡは、「新刈南中実習心得」に、「目線」
と「声の大きさ」についての文言を加える案を発
表することができた。

特別支援教育

模擬バザーを行うＡの様子

プロ選手からアドバイスをもらうＡ

　中学生全国大会の映像を視聴し、生徒はダブルスのよりよい連携について知見を広げた。しかし、
ゲームの中で思うような連携ができない状態が続いた。そこで、地元企業ジェイテクトのプロバドミ
ントン選手に協力を仰ぎ、専門的な技術指導を受け、改めて自分たちの課題を見直す場を設定した。
　Ａは、技術指導を受ける前に、今のペアの課題について考えた。そこで、ペアのフォーメーション
について「ゲーム中に守備的なサイドバイサイドから攻撃的なトップアンドバックに入れ替え、攻撃
の主導権を握りたい」という思いをもった。その思いを実現させるために、プロ選手に試合の様子を
見てもらった後、「どうすれば試合中に入れ替われますか？」と質問した。プロ選手は、「どちらか
が前に出る瞬間があるけど、そのときに元の位置に
戻ってしまうと、いつまでもサイドバイサイドのま
まだよ」と指摘した。Ａは「そういうことか！」と
納得し、ペアと「もし私が前に出たら、Ｂが下がれ
ば縦になれるね」と具体的な動き方について議論を
始めた。
　Ａは、「プロの方に教わって、元の位置に戻っち
ゃうから入れ替わりができないということに気付き
ました。これでできそうな感じがするので、ペアの
動きに合わせて前後に動く練習を試してみたい」と
振り返り、自分たちの連携の問題に気付き、次時の
課題解決に向けての思いを高めた。

技術

「共創」を実現する３つの力

考えを深める力問題に気付く力 学びを表現する力

共 創 す る 生 徒
－  多様な他者と共によりよい考えを創る －

研 究 主 題

　木材の繊維方向によって作品の強度が大きく変
わることを知った生徒は、自分の作品も長く使用
するために、特に強度にこだわって製作したいと
考えた。そこで、実際に木材で製作する前に試作
を行い、作品について追究する場を設定した。
　試作を見てＡは、「板の組み合わせ方によって
強度が変わるのか」「本を入れたときに最も力が
かかる場所はどこなのか」と疑問をもった。より
強度を上げられる方法を見つけようと本の模型を
置いて試作に負荷をかけてみたり、班の仲間と相
談したりしながら試作に何度も手を加えた。
　Ａは、「試作をせずに本製作をしていたらすぐ
に壊れる本棚ができていました。板一枚で作品の
強度は大きく変わることを実感しました」と振り
返った。仲間と関わりながら作品を見つめ直した
Ａは、強度を高め、より長く使える作品を作るた
めに本製作へと動き出した。

Ａの試作の変容
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　本年度の取組みを振り返ると、多くの生徒たちが、問題解決のために意欲的に思考に取り
組み、生徒同士や教師や専門家など、さまざまな考えをもつ他者と関わり合い、よりよい考
えをもつことができていた。生徒たちは多様な他者と関わり合いながら、考えを積み上げる
ことの大切さに気付いたように感じる。
　本校では、次年度も引き続き研究主題を「共創する生徒」と設定し、多様な他者と共によ
りよい考えを創る授業を目指す。そのための手だてとして、①共創する姿を生み出すかりな
んトーク　②共創する姿を支える教師の体制づくり　③共創する姿を引き出す単元づくりの
３つを工夫する。特に「かりなんトーク」については、各教科の授業でも活用したいと考え
ている。「課題に気づく力」「考えを深める力」「学びを表現する力」を育むために、多角
的に、そして多様な方法で生徒にアプローチし、生徒の｢共創｣をより高めていきたい。 

研 究 の 成 果 と 次 年 度 の 構 想
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課題に気づく力・考えを深める力・学びを表現する力

手だて１ 共創する姿を生み出すかりなんトーク

手だて２ 共創する姿を支える教師の体制づくり

手だて３ 共創する姿を引き出す単元づくり

修
正
後

相手のことをよりよく知るための質問の仕方が分かってきた
― 「朝から楽しく、かりなんトーク」より ―帯活動

　生徒たちが、相手の立場に立って考えを伝え、共感しながら聞くスキルを身に付けるために、４
月から毎週月曜日、朝の会の前に１つのテーマを設定して生徒同士でトークを繰り広げる「かりな
んトーク」を全校実施した。
　かりなんトークは４人グループになって、教師が与えるテーマ（一番好きな季節は？10万円もら
ったら何をする？など考えやすいもの）にそってトークをし、１人が１分間自分の考えを発表し、
残りの３人が質問をしていく形を４回繰り返す。そして、最後にトークの内容を全体で発表する。
実施当初はなかなか会話が弾まない様子だっ
たが、だんだんと慣れてきて、時間が足りな
いくらい熱心にトークをするようになった。
　この時間を通して、Ａは「お互いのことを
より詳しく知り、絆を深められた。また、相
手に考えを上手に伝える方法や相手が話しや
すい聴き方、相手のことをよりよく知るため
の質問の仕方が分かってきた」と振り返り、
他者と共感するためのよりよい方法を見つけ
ることができていた。

かりなんトークの様子
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　かりなんトークは４人グループになって、教師が与えるテーマ（一番好きな季節は？10万円もら
ったら何をする？など考えやすいもの）にそってトークをし、１人が１分間自分の考えを発表し、
残りの３人が質問をしていく形を４回繰り返す。そして、最後にトークの内容を全体で発表する。
実施当初はなかなか会話が弾まない様子だっ
たが、だんだんと慣れてきて、時間が足りな
いくらい熱心にトークをするようになった。
　この時間を通して、Ａは「お互いのことを
より詳しく知り、絆を深められた。また、相
手に考えを上手に伝える方法や相手が話しや
すい聴き方、相手のことをよりよく知るため
の質問の仕方が分かってきた」と振り返り、
他者と共感するためのよりよい方法を見つけ
ることができていた。

かりなんトークの様子



　　　　　本校の研究は、生徒の「目を輝かせていきいきと学ぶ姿」を引き出すために、教材開発や単元
構想、新たな気付きを促す場の設定、ＩＣＴ活用など、生徒の学びを深め、自ら学ぶ姿を引き出すための
教師支援に取り組んできた。その取り組みの中で、学びを教室に閉じず、当事者や専門家等の方々と共に
学ぶ場を設定したことで、より主体的に活動したり、学びの有用性を感じたりする姿が見られた。
　そこで、生徒のいきいきとした姿をより引き出すためには、「誰と共に」「何を創るか」が大事である
と考えた。この願いから本年度は、「共創する生徒」と研究主題を設定した。学びを教室に閉じず、生徒
の思考に寄り添い続けることで、より深い学びを目指す。
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研 究 紀 要

問題に気付く力問題に気付く力問題に気付く力

元の位置に戻っちゃうから入れ替わりができないんだ！
― ２年「バドミントン ミックスダブルスを極めよう！」より ―

他者と関わり合うことで自分の作品を客観的に見直す
― ３年「空想画　～15歳のわたし～」より ―

　思春期真っ只中の15歳の思いを空想画で表現した。自己満足で終えるのではなく、作品を観た人
に、作者の思いや考えをより伝えるために、制作途中でお互いの作品のよさや改善点について話し
合える場を設定した。
　Ａは、今の自分に必要のないものをゴミ箱に捨てるという内容の作品を描いた。アドバイス会の
中で、Ａは作品についてのコメントに目がとまった。Ａは下描きの段階で、自分の思いをうまく伝
えられていないことに気付いていた。タイムリーに実施したアドバイス会での友達の意見から、絵
の向きを変えることで、「不要な
ものを捨てる」のではなく「必要
なものをもらう」という、作品の
見せ方や視点が変化し、作者の
思いが伝わることに気付いた。
　Ａは感想に、「アドバイス会を
通して、発想の転換をすること
の大切さに気付かされました」
と書き、自分の思いをよりよく
表現するための視点を工夫し始
めた。

体育

美術

板一枚で作品の強度は大きく変わる
― １年「家庭の物を整とんしよう」より ―

Ａの試作の変容（コラボノートより）

かっこいい店員さんになりたい
― 自立活動 「状況に応じたコミュニケーションに関すること」より ―

　職場実習に向けて、困っていることを相手に伝えたり、報告をしたりするために「刈南中実習心
得」に沿って、話形を覚えたり、話し方の練習をし、職場実習に臨んだ。バザーに向けてさらによ
りよい接客ができるようにするために「新刈南中実習心得」を作成する課題を設定した。
　休日に買い物に出かけて見つけた「店員のかっこいい姿や気持ちのいい態度」を発表し合い、目
指す姿を確認した。いらっしゃいませ班、接客班、レジ班に分かれて、第１回模擬バザーを実施し
た。接客班を担当したＡは、仲間から、声の大きさや目線についてのアドバイスをもらった。Ａ
は、練習タイムで教師が実演する店員が客役の自
分を少しも見てくれないことを不快に感じ、接客
時に大切な店員の態度について考えた。また、自
身の接客の様子を撮影した動画を見て、自分の声
の大きさや目線を客観的に認めることができた。
　Ａは、接客をする時には、相手の方をしっかり
と見て、聞き取りやすい声の大きさで話すこと
が、「かっこいい店員さん」につながることに気
付き、第２回模擬バザーに生かすことができた。
そしてＡは、「新刈南中実習心得」に、「目線」
と「声の大きさ」についての文言を加える案を発
表することができた。

特別支援教育

模擬バザーを行うＡの様子

プロ選手からアドバイスをもらうＡ

　中学生全国大会の映像を視聴し、生徒はダブルスのよりよい連携について知見を広げた。しかし、
ゲームの中で思うような連携ができない状態が続いた。そこで、地元企業ジェイテクトのプロバドミ
ントン選手に協力を仰ぎ、専門的な技術指導を受け、改めて自分たちの課題を見直す場を設定した。
　Ａは、技術指導を受ける前に、今のペアの課題について考えた。そこで、ペアのフォーメーション
について「ゲーム中に守備的なサイドバイサイドから攻撃的なトップアンドバックに入れ替え、攻撃
の主導権を握りたい」という思いをもった。その思いを実現させるために、プロ選手に試合の様子を
見てもらった後、「どうすれば試合中に入れ替われますか？」と質問した。プロ選手は、「どちらか
が前に出る瞬間があるけど、そのときに元の位置に
戻ってしまうと、いつまでもサイドバイサイドのま
まだよ」と指摘した。Ａは「そういうことか！」と
納得し、ペアと「もし私が前に出たら、Ｂが下がれ
ば縦になれるね」と具体的な動き方について議論を
始めた。
　Ａは、「プロの方に教わって、元の位置に戻っち
ゃうから入れ替わりができないということに気付き
ました。これでできそうな感じがするので、ペアの
動きに合わせて前後に動く練習を試してみたい」と
振り返り、自分たちの連携の問題に気付き、次時の
課題解決に向けての思いを高めた。

技術

「共創」を実現する３つの力

考えを深める力問題に気付く力 学びを表現する力

共 創 す る 生 徒
－  多様な他者と共によりよい考えを創る －

研 究 主 題

　木材の繊維方向によって作品の強度が大きく変
わることを知った生徒は、自分の作品も長く使用
するために、特に強度にこだわって製作したいと
考えた。そこで、実際に木材で製作する前に試作
を行い、作品について追究する場を設定した。
　試作を見てＡは、「板の組み合わせ方によって
強度が変わるのか」「本を入れたときに最も力が
かかる場所はどこなのか」と疑問をもった。より
強度を上げられる方法を見つけようと本の模型を
置いて試作に負荷をかけてみたり、班の仲間と相
談したりしながら試作に何度も手を加えた。
　Ａは、「試作をせずに本製作をしていたらすぐ
に壊れる本棚ができていました。板一枚で作品の
強度は大きく変わることを実感しました」と振り
返った。仲間と関わりながら作品を見つめ直した
Ａは、強度を高め、より長く使える作品を作るた
めに本製作へと動き出した。

Ａの試作の変容

修
正
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　本年度の取組みを振り返ると、多くの生徒たちが、問題解決のために意欲的に思考に取り
組み、生徒同士や教師や専門家など、さまざまな考えをもつ他者と関わり合い、よりよい考
えをもつことができていた。生徒たちは多様な他者と関わり合いながら、考えを積み上げる
ことの大切さに気付いたように感じる。
　本校では、次年度も引き続き研究主題を「共創する生徒」と設定し、多様な他者と共によ
りよい考えを創る授業を目指す。そのための手だてとして、①共創する姿を生み出すかりな
んトーク　②共創する姿を支える教師の体制づくり　③共創する姿を引き出す単元づくりの
３つを工夫する。特に「かりなんトーク」については、各教科の授業でも活用したいと考え
ている。「課題に気づく力」「考えを深める力」「学びを表現する力」を育むために、多角
的に、そして多様な方法で生徒にアプローチし、生徒の｢共創｣をより高めていきたい。 

研 究 の 成 果 と 次 年 度 の 構 想

　　　　　本校の研究は、生徒の「目を輝かせていきいきと学ぶ姿」を引き出すために、教材開発や単元

研究に
かけた
思い

研究に
かけた
思い

共 創 す る 生 徒
～多様な他者と共によりよい考えを創る授業を目指して～

課題に気づく力・考えを深める力・学びを表現する力

手だて１ 共創する姿を生み出すかりなんトーク

手だて２ 共創する姿を支える教師の体制づくり

手だて３ 共創する姿を引き出す単元づくり

修
正
後

相手のことをよりよく知るための質問の仕方が分かってきた
― 「朝から楽しく、かりなんトーク」より ―帯活動

　生徒たちが、相手の立場に立って考えを伝え、共感しながら聞くスキルを身に付けるために、４
月から毎週月曜日、朝の会の前に１つのテーマを設定して生徒同士でトークを繰り広げる「かりな
んトーク」を全校実施した。
　かりなんトークは４人グループになって、教師が与えるテーマ（一番好きな季節は？10万円もら
ったら何をする？など考えやすいもの）にそってトークをし、１人が１分間自分の考えを発表し、
残りの３人が質問をしていく形を４回繰り返す。そして、最後にトークの内容を全体で発表する。
実施当初はなかなか会話が弾まない様子だっ
たが、だんだんと慣れてきて、時間が足りな
いくらい熱心にトークをするようになった。
　この時間を通して、Ａは「お互いのことを
より詳しく知り、絆を深められた。また、相
手に考えを上手に伝える方法や相手が話しや
すい聴き方、相手のことをよりよく知るため
の質問の仕方が分かってきた」と振り返り、
他者と共感するためのよりよい方法を見つけ
ることができていた。

かりなんトークの様子



桃太郎が全て正しい、全て間違っているとは思えない

　「桃太郎」の話の結末が本当に「めでたし、めでたし」だったのかという視点から、桃太郎と鬼
の立場に生徒を分けた。両者の思いを考えることができるように、それぞれの立場の状況が分かる
資料を提示し、対比させながら話し合う場を設定した。
　鬼側の意見を聞いた桃太郎側のＡは、「桃太郎の正義は鬼退治。桃太郎は悪いのか」と発言し
た。話し合いを続ける中で、生徒たちは「ボクのおとうさんは桃太郎というやつに殺された」と書
かれた子鬼のポスターを見た。その後、再度話し合いを通して「桃太郎は悪いのか」というＡ自身
の当初の考えに迷い始め、「どっ
ちもぎりぎりの状態だった」と鬼
側に歩みよる発言をした。
　Ａは、互いの立場の思いを知っ
たことで、「桃太郎が全て正し
い、全て間違っているとは思えな
い」と振り返った。考えを伝え合
たり受け止めたりすることを大切
にしていくことで、互いを理解で
きるだろうと考え始めた。

書きたかったことが読み手に伝わる作文を書こう
― １年「事実をきちんと見つめた作品を作ろう」より ―

　生活作文の下書きを作成した後、自分の文章で伝えたいことが、より相手に伝わりやすくするため
に文章を推敲する場面を設定した。推敲をするにあたって、いちばん書きたいことの周辺を詳しく書
くということのイメージとそのよさを理解させるべく、生活作文において「よい例」と「いま一つな
例」の２つのモデル文を比較し、気付いたことを話し合った。
　Ａは話し合いの中から、「よい例」から「理由」や「どのように」「周りの様子」を詳しく書いた
り、会話文を取り入れたりすることで、状況や心情が分か
りやすくなっていると気付いた。また、生徒たちは、得ら
れた視点をもとに互いの作文の下書きをグループごとに読
み合い、気付いたことを伝え合った。
　Ａは、学級の仲間と話し合ったことを通して、「『よい
例』の文とＢさんの文に会話文が多く使われていて分かり
やすかったので自分もどんな会話をしていたかを思い出し
てもう少し増やしたいと思いました。また、そのときの周
りの景色や空気感のことも書いていきたいです。なので、
より深く伝えたい場面を決めて改善していきたいです」と
振り返った。より読み手に伝わる書き方に気付いたＡは、
自分の作文を見つめ直し、作文を書き直し始めた。

【資料】モデル文比較時の話し合い

【資料】桃太郎と鬼の立場に分かれて出し合った生徒の考え

歌い方の違いについて意見を出し合う生徒

他の食材を使って、家でも作ってみたい
― １年「食生活の自立・６つの基礎食品群をバランスよく食べよう」より ―

　生徒たちは、普段の食生活において、献立を考えることはほとんどなく、作ってもらった食事を
摂ることが多い。そこで、食生活の自立を促すために、６つの基礎食品群をバランスよく摂取でき
るピザトーストを実際に調理することにした。その際、より食に関心をもつことができるように、
試食の際は五感を使って味わうことができる場を設定した。
　ピザトースト作りの際、Ａは玉ねぎのシャキシャキとした食感を残すことにこだわり、焼き加減
を調整した。調理実習の後、オリジナルトーストを考
える時間を設定した。Ａは、彩りのあるピザトースト
であれば、６つの基礎食品群がそろった食事ができる
と考え、「色とりどりなピザトースト」を考案した。
工夫したこととして「最初はトウモロコシとピーマン
を入れていなかったが、茶色ばかりになってしまった
ので、見栄えを工夫して明るい色の食材を使った」と
振り返った。
　Ａは「６つの基礎食品群を使って簡単に作ることが
できたので、今回考えたように、他の食材を使って家
で作ってみたい」と、食生活の自立に繋がることを考
え始めた。

表現方法が少し違うだけで、聞いている人に伝わる気持ちや景色がすごく変わってくる
― １年「曲想と音楽の特徴との関わりを感じ取って聴こう」より ―

　歌曲「魔王」の鑑賞を通して、作曲者が強弱や旋律の音高、伴奏の形などを巧みに変化させるこ
とで、登場人物の気持ちや情景の移り変わりを表現していることを知った。さらに、歌手による表
現方法の多様性に気付くことができるように、「魔王」の最後の部分について２人の歌手の歌い方
を聞き比べ、意見を出し合う場を設定した。
　Ａは、声の音色や間の取り方の違いに着目した。「１人目の歌手は、息をたくさん使ってはっき
りとした声で力強く歌っていて、間が少なく、父親が衝撃を受けたような感じがした。２人目の歌
手は、弱々しい声で間をたっぷりとって歌ってい
て、衝撃というよりも父親が悲しんでいるように
感じた」と、意見を発表した。
　Ａは、「同じ歌詞でも、声の音色や間の取り方
など表現方法が少し違うだけで、聴いている人に
伝わる気持ちや景色がすごく変わってくることが
わかった」と振り返った。作曲者が楽曲に込めた
思いを読み取り、どう表現したいか考えをもって
歌うことの大切さに気付いたＡは、自身の歌声を
見つめ直し、より思いが伝わる表現方法について
深く考えるようになった。

Ａが考案したピザトースト

笑いながら頷いてくれたことがうれしかった
― １年「Friends in New Zealand」より ―

　「英語の授業で期待すること」というアンケートで、多くの生徒が「外国の人と触れあうこと」と回
答した。そこで、アメリカに住む外国人からのメッセージ動画を視聴し、グループに分かれて、日本につ
いて紹介する動画を撮影する場を設定した。Ａは「自分の力を試したい」という思いをもって準備を始
めた。
　Ａは、日本のスポーツについて紹介するときに、はじめは写真を見せながら「This is sumo. It is a 
Japanese traditional sport.」と説明することを考えていた。しかし、グループの仲間と話し合う中で
「動画だから実際にやりながら説明したら分かりやすいと思う」という意見が出たことから、「Ａ：
What are they doing? Ｂ：They are doing sumo. They push each other. 」と、ジェスチャーを交
えた会話形式での説明に改善し、どうしたら相手に伝わるか工夫してまとめることができた。
　Ａは「１人だったら、ただ説明をして終わっていたか
もしれないけれど、グループの仲間とどうしたらより相
手に伝わりやすくなるかを話し合うことで、新しい表現
方法に気付くことができた。外国の人の方が私たちの
動画を見ている時に、笑いながら頷いてくれたことがう
れしかった。今度は直接話したい」と振り返った。英語
で伝える喜びを実感したＡは、自分の思いを直接英語
で伝えることができるようにしようと動き始めた。

実際に動画撮影をするＡ

式は簡単に表せるけど、表やグラフの方が伝わりやすい場合もある
― １年「落雷地点までの距離を調べよう」（比例の利用）より ―

密度で説明できることが周りにもたくさんある
― １年「身近な物理現象～密度の違いによって起こる現象の秘密を解明しよう～」より ―

Ａがいるグループの話し合い活動

Ａの最初の考えの図と、授業後の考え

　比例や反比例を学んだ生徒たちは、日常生活の中に
比例や反比例の関係になっている事象がたくさんある
ことを知った。そこで、比例や反比例の関係について
根拠をもって説明することができるように、落雷距離
に関する観測データから音速の違いに気付き、気温と
音速の違いから比例関係を見出す活動を行った。
　比例関係であることを説明するには、式が分かりや
すいと考えたＡは、比例関係を式でまとめていた。そ
の後、グループでの話し合いや全体発表を通して、
「表を用いて考えると、数字を並べ替えられるから見
やすくなる」「グラフだと気温と音速の関係がとても
見やすい」と、いろいろな考え方や表現方法を知っ
た。
　Ａは、「みんなの考え方を聞いて、式は簡単に表せ
るけど、表やグラフの方が伝わりやすい場合もある
し、同じ式でも考え方や説明が違っていた」と振り返
った。それぞれの表現による伝わり方を知ったＡは、
どんな数学的根拠を用いたら相手に伝わりやすいかを
考え始めた。

　密度の小さい物体が浮き、密度が大きい物体が沈むことや、密度の計算の仕方や密度の大きさが
それぞれの物質で決まっていることを生徒たちは学習した。そこで、質量と体積の変化によって密
度が変化することを見いだせるように、ガリレオ温度計や浮沈子を紹介した。
　浮沈子の入ったペットボトルを握ると、浮沈子が沈むようすを見たＡは、「ペットボトルを押
すと浮沈子に水が入り、重くなって沈む」と考え
た。クラス全体で話し合い、「浮沈子の質量は大き
くなる」や「容器を押しても浮沈子の体積は変わら
ない」という意見を聞いて、Ａは重さではなく、密
度が関係していることに気付いた。「質量が大きく
なり密度が大きくなる」と考え、浮沈子の仕組みを
質量変化によって密度が変化するという関係を表現
することができた。
　「浮いたり沈んだりしているものは密度が関わっ
ていて、勉強した密度で説明できることが周りにも
たくさんある」とＡは振り返り、科学の有用性を実
感したＡは、身の周りの事象に対して科学的に考え
始めた。

― ２年「桃太郎の鬼退治」より ―
刈谷藩にとって、百姓は経済を支えてくれている大切な存在
― ２年「近世の日本～百姓と武士はどんな関係？～」より ―

　生徒が、江戸時代の百姓一揆の７～８割が成功していることに疑問をもった。そこで、刈谷で起
こった寛政一揆が成功した理由を物語資料から考える場を設定した。
　Ａは、最初「刈谷藩は大きな騒ぎになることを避けたかったのではないか」と考えていた。「物
語のどの部分から読み取ったのか」と問うと、「百姓どもをけちらせと言っている藩士に対して、
そんなことをしたらますます騒ぎが大きくなってしまうと言っている藩士がいる」と発言した。そ
こで、「藩が百姓を武力によって抑えなかったの
はなぜだろうか」と問い、話し合い活動を通し
て、藩側の視点で考えていたＡは、「百姓は藩の
経済を回していて、いなくなると藩が困るから」
と、百姓側の視点で考えるようになった。
　Ａは「藩にとって百姓は経済を支えてくれる、
とても大切で大きな存在である。そんな大切な百
姓の反感を買って信用をなくしてしまえば、藩は
消滅してしまう。だから藩は百姓の意見を聞き、
一揆を成功させた」と振り返り、江戸時代の百姓
と藩の関係性を、双方の視点から見つめ直し始め
た。

社会

音楽

道徳

国語

【資料】グループでの話し合い活動の記録

考えを深める力考えを深める力考えを深める力

Ｔ：藩が百姓を武力によって抑えなかったのはな
ぜでしょうか。

Ａ：藩としては、百姓がいてくれないと年貢を納
めてくれる人がいなくなるからだと思いま
す。

Ｂ：百姓は、お金としても食糧としても大切なお
米を作っていて、この人たちがお米を作って
くれなくなったら、藩（武士）が困るからだ
と思います。

Ａ：百姓の視点で考えたんだね。つまり、百姓は
江戸の経済を回している人々ということか
な。

　　Ｂ：私は、表を使って考えました。表を見ると
１℃で毎秒0.6ｍはやくなるので、逆に－
10℃なら、毎秒6ｍ遅くなると思い、秒速
321ｍの速さだと分かり、それに8秒をかけ
て2568ｍだと思います。

他の生徒：あ～なるほど～
　　Ｂ：なにか質問ありますか。
　　Ａ：なんで表を使って考えようと思ったんです

か。
　　Ｂ：観測データを見やすいように並べたかった

からです。
　　Ａ：確かに並べ替えたほうが見やすいね。
　　Ｂ：それでは、次はＡさんお願いします。
　　Ａ：私はｙ＝0.6ｘという式を作りました。理由

は気温と音速が比例していると思ったから
です。あとは、－10をｘに代入して速さを
求め、８秒とかけました。

　　Ｂ：では質問のある人からどうぞ。
　　Ｃ：式で考えようと思ったのはどうしてですか
　　Ａ：式は１回つくればどんな気温でもすぐ求め

られて便利だと思ったからです。

　「よい例」：①
　「いま一つな例」：②　

Ａ：①の文章では、何が嫌でそのときどう思って
いたのかが、周りの景色のことからも分かり
ました。

Ｂ：Ａさんに似ていて、①の文章では、会話文が
多く、登場人物の笑い方や声の出し方も分か
るから、心情がより伝わりやすくなっている
と思います。

Ｃ：Ａさんに付け足しで、②の文章だと、思った
ことが短い言葉でしか書かれていないから読
み手に深く伝わらないと思います。

家庭科

英語

理科

数学

学びを表現する力学びを表現する力

今回の実験で浮沈子の空気が圧縮されて
水が入ることで、質量が大きくなり密度
が大きくなって、密度が大きいと沈むの
で、そこが関係していると思います。



桃太郎が全て正しい、全て間違っているとは思えない

　「桃太郎」の話の結末が本当に「めでたし、めでたし」だったのかという視点から、桃太郎と鬼
の立場に生徒を分けた。両者の思いを考えることができるように、それぞれの立場の状況が分かる
資料を提示し、対比させながら話し合う場を設定した。
　鬼側の意見を聞いた桃太郎側のＡは、「桃太郎の正義は鬼退治。桃太郎は悪いのか」と発言し
た。話し合いを続ける中で、生徒たちは「ボクのおとうさんは桃太郎というやつに殺された」と書
かれた子鬼のポスターを見た。その後、再度話し合いを通して「桃太郎は悪いのか」というＡ自身
の当初の考えに迷い始め、「どっ
ちもぎりぎりの状態だった」と鬼
側に歩みよる発言をした。
　Ａは、互いの立場の思いを知っ
たことで、「桃太郎が全て正し
い、全て間違っているとは思えな
い」と振り返った。考えを伝え合
たり受け止めたりすることを大切
にしていくことで、互いを理解で
きるだろうと考え始めた。

書きたかったことが読み手に伝わる作文を書こう
― １年「事実をきちんと見つめた作品を作ろう」より ―

　生活作文の下書きを作成した後、自分の文章で伝えたいことが、より相手に伝わりやすくするため
に文章を推敲する場面を設定した。推敲をするにあたって、いちばん書きたいことの周辺を詳しく書
くということのイメージとそのよさを理解させるべく、生活作文において「よい例」と「いま一つな
例」の２つのモデル文を比較し、気付いたことを話し合った。
　Ａは話し合いの中から、「よい例」から「理由」や「どのように」「周りの様子」を詳しく書いた
り、会話文を取り入れたりすることで、状況や心情が分か
りやすくなっていると気付いた。また、生徒たちは、得ら
れた視点をもとに互いの作文の下書きをグループごとに読
み合い、気付いたことを伝え合った。
　Ａは、学級の仲間と話し合ったことを通して、「『よい
例』の文とＢさんの文に会話文が多く使われていて分かり
やすかったので自分もどんな会話をしていたかを思い出し
てもう少し増やしたいと思いました。また、そのときの周
りの景色や空気感のことも書いていきたいです。なので、
より深く伝えたい場面を決めて改善していきたいです」と
振り返った。より読み手に伝わる書き方に気付いたＡは、
自分の作文を見つめ直し、作文を書き直し始めた。

【資料】モデル文比較時の話し合い

【資料】桃太郎と鬼の立場に分かれて出し合った生徒の考え

歌い方の違いについて意見を出し合う生徒

他の食材を使って、家でも作ってみたい
― １年「食生活の自立・６つの基礎食品群をバランスよく食べよう」より ―

　生徒たちは、普段の食生活において、献立を考えることはほとんどなく、作ってもらった食事を
摂ることが多い。そこで、食生活の自立を促すために、６つの基礎食品群をバランスよく摂取でき
るピザトーストを実際に調理することにした。その際、より食に関心をもつことができるように、
試食の際は五感を使って味わうことができる場を設定した。
　ピザトースト作りの際、Ａは玉ねぎのシャキシャキとした食感を残すことにこだわり、焼き加減
を調整した。調理実習の後、オリジナルトーストを考
える時間を設定した。Ａは、彩りのあるピザトースト
であれば、６つの基礎食品群がそろった食事ができる
と考え、「色とりどりなピザトースト」を考案した。
工夫したこととして「最初はトウモロコシとピーマン
を入れていなかったが、茶色ばかりになってしまった
ので、見栄えを工夫して明るい色の食材を使った」と
振り返った。
　Ａは「６つの基礎食品群を使って簡単に作ることが
できたので、今回考えたように、他の食材を使って家
で作ってみたい」と、食生活の自立に繋がることを考
え始めた。

表現方法が少し違うだけで、聞いている人に伝わる気持ちや景色がすごく変わってくる
― １年「曲想と音楽の特徴との関わりを感じ取って聴こう」より ―

　歌曲「魔王」の鑑賞を通して、作曲者が強弱や旋律の音高、伴奏の形などを巧みに変化させるこ
とで、登場人物の気持ちや情景の移り変わりを表現していることを知った。さらに、歌手による表
現方法の多様性に気付くことができるように、「魔王」の最後の部分について２人の歌手の歌い方
を聞き比べ、意見を出し合う場を設定した。
　Ａは、声の音色や間の取り方の違いに着目した。「１人目の歌手は、息をたくさん使ってはっき
りとした声で力強く歌っていて、間が少なく、父親が衝撃を受けたような感じがした。２人目の歌
手は、弱々しい声で間をたっぷりとって歌ってい
て、衝撃というよりも父親が悲しんでいるように
感じた」と、意見を発表した。
　Ａは、「同じ歌詞でも、声の音色や間の取り方
など表現方法が少し違うだけで、聴いている人に
伝わる気持ちや景色がすごく変わってくることが
わかった」と振り返った。作曲者が楽曲に込めた
思いを読み取り、どう表現したいか考えをもって
歌うことの大切さに気付いたＡは、自身の歌声を
見つめ直し、より思いが伝わる表現方法について
深く考えるようになった。

Ａが考案したピザトースト

笑いながら頷いてくれたことがうれしかった
― １年「Friends in New Zealand」より ―

　「英語の授業で期待すること」というアンケートで、多くの生徒が「外国の人と触れあうこと」と回
答した。そこで、アメリカに住む外国人からのメッセージ動画を視聴し、グループに分かれて、日本につ
いて紹介する動画を撮影する場を設定した。Ａは「自分の力を試したい」という思いをもって準備を始
めた。
　Ａは、日本のスポーツについて紹介するときに、はじめは写真を見せながら「This is sumo. It is a 
Japanese traditional sport.」と説明することを考えていた。しかし、グループの仲間と話し合う中で
「動画だから実際にやりながら説明したら分かりやすいと思う」という意見が出たことから、「Ａ：
What are they doing? Ｂ：They are doing sumo. They push each other. 」と、ジェスチャーを交
えた会話形式での説明に改善し、どうしたら相手に伝わるか工夫してまとめることができた。
　Ａは「１人だったら、ただ説明をして終わっていたか
もしれないけれど、グループの仲間とどうしたらより相
手に伝わりやすくなるかを話し合うことで、新しい表現
方法に気付くことができた。外国の人の方が私たちの
動画を見ている時に、笑いながら頷いてくれたことがう
れしかった。今度は直接話したい」と振り返った。英語
で伝える喜びを実感したＡは、自分の思いを直接英語
で伝えることができるようにしようと動き始めた。

実際に動画撮影をするＡ

式は簡単に表せるけど、表やグラフの方が伝わりやすい場合もある
― １年「落雷地点までの距離を調べよう」（比例の利用）より ―

密度で説明できることが周りにもたくさんある
― １年「身近な物理現象～密度の違いによって起こる現象の秘密を解明しよう～」より ―

Ａがいるグループの話し合い活動

Ａの最初の考えの図と、授業後の考え

　比例や反比例を学んだ生徒たちは、日常生活の中に
比例や反比例の関係になっている事象がたくさんある
ことを知った。そこで、比例や反比例の関係について
根拠をもって説明することができるように、落雷距離
に関する観測データから音速の違いに気付き、気温と
音速の違いから比例関係を見出す活動を行った。
　比例関係であることを説明するには、式が分かりや
すいと考えたＡは、比例関係を式でまとめていた。そ
の後、グループでの話し合いや全体発表を通して、
「表を用いて考えると、数字を並べ替えられるから見
やすくなる」「グラフだと気温と音速の関係がとても
見やすい」と、いろいろな考え方や表現方法を知っ
た。
　Ａは、「みんなの考え方を聞いて、式は簡単に表せ
るけど、表やグラフの方が伝わりやすい場合もある
し、同じ式でも考え方や説明が違っていた」と振り返
った。それぞれの表現による伝わり方を知ったＡは、
どんな数学的根拠を用いたら相手に伝わりやすいかを
考え始めた。

　密度の小さい物体が浮き、密度が大きい物体が沈むことや、密度の計算の仕方や密度の大きさが
それぞれの物質で決まっていることを生徒たちは学習した。そこで、質量と体積の変化によって密
度が変化することを見いだせるように、ガリレオ温度計や浮沈子を紹介した。
　浮沈子の入ったペットボトルを握ると、浮沈子が沈むようすを見たＡは、「ペットボトルを押
すと浮沈子に水が入り、重くなって沈む」と考え
た。クラス全体で話し合い、「浮沈子の質量は大き
くなる」や「容器を押しても浮沈子の体積は変わら
ない」という意見を聞いて、Ａは重さではなく、密
度が関係していることに気付いた。「質量が大きく
なり密度が大きくなる」と考え、浮沈子の仕組みを
質量変化によって密度が変化するという関係を表現
することができた。
　「浮いたり沈んだりしているものは密度が関わっ
ていて、勉強した密度で説明できることが周りにも
たくさんある」とＡは振り返り、科学の有用性を実
感したＡは、身の周りの事象に対して科学的に考え
始めた。

― ２年「桃太郎の鬼退治」より ―
刈谷藩にとって、百姓は経済を支えてくれている大切な存在
― ２年「近世の日本～百姓と武士はどんな関係？～」より ―

　生徒が、江戸時代の百姓一揆の７～８割が成功していることに疑問をもった。そこで、刈谷で起
こった寛政一揆が成功した理由を物語資料から考える場を設定した。
　Ａは、最初「刈谷藩は大きな騒ぎになることを避けたかったのではないか」と考えていた。「物
語のどの部分から読み取ったのか」と問うと、「百姓どもをけちらせと言っている藩士に対して、
そんなことをしたらますます騒ぎが大きくなってしまうと言っている藩士がいる」と発言した。そ
こで、「藩が百姓を武力によって抑えなかったの
はなぜだろうか」と問い、話し合い活動を通し
て、藩側の視点で考えていたＡは、「百姓は藩の
経済を回していて、いなくなると藩が困るから」
と、百姓側の視点で考えるようになった。
　Ａは「藩にとって百姓は経済を支えてくれる、
とても大切で大きな存在である。そんな大切な百
姓の反感を買って信用をなくしてしまえば、藩は
消滅してしまう。だから藩は百姓の意見を聞き、
一揆を成功させた」と振り返り、江戸時代の百姓
と藩の関係性を、双方の視点から見つめ直し始め
た。
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と思います。

Ａ：百姓の視点で考えたんだね。つまり、百姓は
江戸の経済を回している人々ということか
な。
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10℃なら、毎秒6ｍ遅くなると思い、秒速
321ｍの速さだと分かり、それに8秒をかけ
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か。
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　　Ａ：確かに並べ替えたほうが見やすいね。
　　Ｂ：それでは、次はＡさんお願いします。
　　Ａ：私はｙ＝0.6ｘという式を作りました。理由

は気温と音速が比例していると思ったから
です。あとは、－10をｘに代入して速さを
求め、８秒とかけました。

　　Ｂ：では質問のある人からどうぞ。
　　Ｃ：式で考えようと思ったのはどうしてですか
　　Ａ：式は１回つくればどんな気温でもすぐ求め

られて便利だと思ったからです。

　「よい例」：①
　「いま一つな例」：②　

Ａ：①の文章では、何が嫌でそのときどう思って
いたのかが、周りの景色のことからも分かり
ました。

Ｂ：Ａさんに似ていて、①の文章では、会話文が
多く、登場人物の笑い方や声の出し方も分か
るから、心情がより伝わりやすくなっている
と思います。

Ｃ：Ａさんに付け足しで、②の文章だと、思った
ことが短い言葉でしか書かれていないから読
み手に深く伝わらないと思います。
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水が入ることで、質量が大きくなり密度
が大きくなって、密度が大きいと沈むの
で、そこが関係していると思います。



桃太郎が全て正しい、全て間違っているとは思えない

　「桃太郎」の話の結末が本当に「めでたし、めでたし」だったのかという視点から、桃太郎と鬼
の立場に生徒を分けた。両者の思いを考えることができるように、それぞれの立場の状況が分かる
資料を提示し、対比させながら話し合う場を設定した。
　鬼側の意見を聞いた桃太郎側のＡは、「桃太郎の正義は鬼退治。桃太郎は悪いのか」と発言し
た。話し合いを続ける中で、生徒たちは「ボクのおとうさんは桃太郎というやつに殺された」と書
かれた子鬼のポスターを見た。その後、再度話し合いを通して「桃太郎は悪いのか」というＡ自身
の当初の考えに迷い始め、「どっ
ちもぎりぎりの状態だった」と鬼
側に歩みよる発言をした。
　Ａは、互いの立場の思いを知っ
たことで、「桃太郎が全て正し
い、全て間違っているとは思えな
い」と振り返った。考えを伝え合
たり受け止めたりすることを大切
にしていくことで、互いを理解で
きるだろうと考え始めた。

書きたかったことが読み手に伝わる作文を書こう
― １年「事実をきちんと見つめた作品を作ろう」より ―

　生活作文の下書きを作成した後、自分の文章で伝えたいことが、より相手に伝わりやすくするため
に文章を推敲する場面を設定した。推敲をするにあたって、いちばん書きたいことの周辺を詳しく書
くということのイメージとそのよさを理解させるべく、生活作文において「よい例」と「いま一つな
例」の２つのモデル文を比較し、気付いたことを話し合った。
　Ａは話し合いの中から、「よい例」から「理由」や「どのように」「周りの様子」を詳しく書いた
り、会話文を取り入れたりすることで、状況や心情が分か
りやすくなっていると気付いた。また、生徒たちは、得ら
れた視点をもとに互いの作文の下書きをグループごとに読
み合い、気付いたことを伝え合った。
　Ａは、学級の仲間と話し合ったことを通して、「『よい
例』の文とＢさんの文に会話文が多く使われていて分かり
やすかったので自分もどんな会話をしていたかを思い出し
てもう少し増やしたいと思いました。また、そのときの周
りの景色や空気感のことも書いていきたいです。なので、
より深く伝えたい場面を決めて改善していきたいです」と
振り返った。より読み手に伝わる書き方に気付いたＡは、
自分の作文を見つめ直し、作文を書き直し始めた。

【資料】モデル文比較時の話し合い

【資料】桃太郎と鬼の立場に分かれて出し合った生徒の考え

歌い方の違いについて意見を出し合う生徒

他の食材を使って、家でも作ってみたい
― １年「食生活の自立・６つの基礎食品群をバランスよく食べよう」より ―

　生徒たちは、普段の食生活において、献立を考えることはほとんどなく、作ってもらった食事を
摂ることが多い。そこで、食生活の自立を促すために、６つの基礎食品群をバランスよく摂取でき
るピザトーストを実際に調理することにした。その際、より食に関心をもつことができるように、
試食の際は五感を使って味わうことができる場を設定した。
　ピザトースト作りの際、Ａは玉ねぎのシャキシャキとした食感を残すことにこだわり、焼き加減
を調整した。調理実習の後、オリジナルトーストを考
える時間を設定した。Ａは、彩りのあるピザトースト
であれば、６つの基礎食品群がそろった食事ができる
と考え、「色とりどりなピザトースト」を考案した。
工夫したこととして「最初はトウモロコシとピーマン
を入れていなかったが、茶色ばかりになってしまった
ので、見栄えを工夫して明るい色の食材を使った」と
振り返った。
　Ａは「６つの基礎食品群を使って簡単に作ることが
できたので、今回考えたように、他の食材を使って家
で作ってみたい」と、食生活の自立に繋がることを考
え始めた。

表現方法が少し違うだけで、聞いている人に伝わる気持ちや景色がすごく変わってくる
― １年「曲想と音楽の特徴との関わりを感じ取って聴こう」より ―

　歌曲「魔王」の鑑賞を通して、作曲者が強弱や旋律の音高、伴奏の形などを巧みに変化させるこ
とで、登場人物の気持ちや情景の移り変わりを表現していることを知った。さらに、歌手による表
現方法の多様性に気付くことができるように、「魔王」の最後の部分について２人の歌手の歌い方
を聞き比べ、意見を出し合う場を設定した。
　Ａは、声の音色や間の取り方の違いに着目した。「１人目の歌手は、息をたくさん使ってはっき
りとした声で力強く歌っていて、間が少なく、父親が衝撃を受けたような感じがした。２人目の歌
手は、弱々しい声で間をたっぷりとって歌ってい
て、衝撃というよりも父親が悲しんでいるように
感じた」と、意見を発表した。
　Ａは、「同じ歌詞でも、声の音色や間の取り方
など表現方法が少し違うだけで、聴いている人に
伝わる気持ちや景色がすごく変わってくることが
わかった」と振り返った。作曲者が楽曲に込めた
思いを読み取り、どう表現したいか考えをもって
歌うことの大切さに気付いたＡは、自身の歌声を
見つめ直し、より思いが伝わる表現方法について
深く考えるようになった。

Ａが考案したピザトースト

笑いながら頷いてくれたことがうれしかった
― １年「Friends in New Zealand」より ―

　「英語の授業で期待すること」というアンケートで、多くの生徒が「外国の人と触れあうこと」と回
答した。そこで、アメリカに住む外国人からのメッセージ動画を視聴し、グループに分かれて、日本につ
いて紹介する動画を撮影する場を設定した。Ａは「自分の力を試したい」という思いをもって準備を始
めた。
　Ａは、日本のスポーツについて紹介するときに、はじめは写真を見せながら「This is sumo. It is a 
Japanese traditional sport.」と説明することを考えていた。しかし、グループの仲間と話し合う中で
「動画だから実際にやりながら説明したら分かりやすいと思う」という意見が出たことから、「Ａ：
What are they doing? Ｂ：They are doing sumo. They push each other. 」と、ジェスチャーを交
えた会話形式での説明に改善し、どうしたら相手に伝わるか工夫してまとめることができた。
　Ａは「１人だったら、ただ説明をして終わっていたか
もしれないけれど、グループの仲間とどうしたらより相
手に伝わりやすくなるかを話し合うことで、新しい表現
方法に気付くことができた。外国の人の方が私たちの
動画を見ている時に、笑いながら頷いてくれたことがう
れしかった。今度は直接話したい」と振り返った。英語
で伝える喜びを実感したＡは、自分の思いを直接英語
で伝えることができるようにしようと動き始めた。

実際に動画撮影をするＡ

式は簡単に表せるけど、表やグラフの方が伝わりやすい場合もある
― １年「落雷地点までの距離を調べよう」（比例の利用）より ―

密度で説明できることが周りにもたくさんある
― １年「身近な物理現象～密度の違いによって起こる現象の秘密を解明しよう～」より ―

Ａがいるグループの話し合い活動

Ａの最初の考えの図と、授業後の考え

　比例や反比例を学んだ生徒たちは、日常生活の中に
比例や反比例の関係になっている事象がたくさんある
ことを知った。そこで、比例や反比例の関係について
根拠をもって説明することができるように、落雷距離
に関する観測データから音速の違いに気付き、気温と
音速の違いから比例関係を見出す活動を行った。
　比例関係であることを説明するには、式が分かりや
すいと考えたＡは、比例関係を式でまとめていた。そ
の後、グループでの話し合いや全体発表を通して、
「表を用いて考えると、数字を並べ替えられるから見
やすくなる」「グラフだと気温と音速の関係がとても
見やすい」と、いろいろな考え方や表現方法を知っ
た。
　Ａは、「みんなの考え方を聞いて、式は簡単に表せ
るけど、表やグラフの方が伝わりやすい場合もある
し、同じ式でも考え方や説明が違っていた」と振り返
った。それぞれの表現による伝わり方を知ったＡは、
どんな数学的根拠を用いたら相手に伝わりやすいかを
考え始めた。

　密度の小さい物体が浮き、密度が大きい物体が沈むことや、密度の計算の仕方や密度の大きさが
それぞれの物質で決まっていることを生徒たちは学習した。そこで、質量と体積の変化によって密
度が変化することを見いだせるように、ガリレオ温度計や浮沈子を紹介した。
　浮沈子の入ったペットボトルを握ると、浮沈子が沈むようすを見たＡは、「ペットボトルを押
すと浮沈子に水が入り、重くなって沈む」と考え
た。クラス全体で話し合い、「浮沈子の質量は大き
くなる」や「容器を押しても浮沈子の体積は変わら
ない」という意見を聞いて、Ａは重さではなく、密
度が関係していることに気付いた。「質量が大きく
なり密度が大きくなる」と考え、浮沈子の仕組みを
質量変化によって密度が変化するという関係を表現
することができた。
　「浮いたり沈んだりしているものは密度が関わっ
ていて、勉強した密度で説明できることが周りにも
たくさんある」とＡは振り返り、科学の有用性を実
感したＡは、身の周りの事象に対して科学的に考え
始めた。

― ２年「桃太郎の鬼退治」より ―
刈谷藩にとって、百姓は経済を支えてくれている大切な存在
― ２年「近世の日本～百姓と武士はどんな関係？～」より ―

　生徒が、江戸時代の百姓一揆の７～８割が成功していることに疑問をもった。そこで、刈谷で起
こった寛政一揆が成功した理由を物語資料から考える場を設定した。
　Ａは、最初「刈谷藩は大きな騒ぎになることを避けたかったのではないか」と考えていた。「物
語のどの部分から読み取ったのか」と問うと、「百姓どもをけちらせと言っている藩士に対して、
そんなことをしたらますます騒ぎが大きくなってしまうと言っている藩士がいる」と発言した。そ
こで、「藩が百姓を武力によって抑えなかったの
はなぜだろうか」と問い、話し合い活動を通し
て、藩側の視点で考えていたＡは、「百姓は藩の
経済を回していて、いなくなると藩が困るから」
と、百姓側の視点で考えるようになった。
　Ａは「藩にとって百姓は経済を支えてくれる、
とても大切で大きな存在である。そんな大切な百
姓の反感を買って信用をなくしてしまえば、藩は
消滅してしまう。だから藩は百姓の意見を聞き、
一揆を成功させた」と振り返り、江戸時代の百姓
と藩の関係性を、双方の視点から見つめ直し始め
た。
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Ｔ：藩が百姓を武力によって抑えなかったのはな
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　　Ａ：なんで表を使って考えようと思ったんです
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　　Ｂ：観測データを見やすいように並べたかった

からです。
　　Ａ：確かに並べ替えたほうが見やすいね。
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求め、８秒とかけました。
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　「いま一つな例」：②　
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ました。
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答した。そこで、アメリカに住む外国人からのメッセージ動画を視聴し、グループに分かれて、日本につ
いて紹介する動画を撮影する場を設定した。Ａは「自分の力を試したい」という思いをもって準備を始
めた。
　Ａは、日本のスポーツについて紹介するときに、はじめは写真を見せながら「This is sumo. It is a 
Japanese traditional sport.」と説明することを考えていた。しかし、グループの仲間と話し合う中で
「動画だから実際にやりながら説明したら分かりやすいと思う」という意見が出たことから、「Ａ：
What are they doing? Ｂ：They are doing sumo. They push each other. 」と、ジェスチャーを交
えた会話形式での説明に改善し、どうしたら相手に伝わるか工夫してまとめることができた。
　Ａは「１人だったら、ただ説明をして終わっていたか
もしれないけれど、グループの仲間とどうしたらより相
手に伝わりやすくなるかを話し合うことで、新しい表現
方法に気付くことができた。外国の人の方が私たちの
動画を見ている時に、笑いながら頷いてくれたことがう
れしかった。今度は直接話したい」と振り返った。英語
で伝える喜びを実感したＡは、自分の思いを直接英語
で伝えることができるようにしようと動き始めた。

実際に動画撮影をするＡ

式は簡単に表せるけど、表やグラフの方が伝わりやすい場合もある
― １年「落雷地点までの距離を調べよう」（比例の利用）より ―

密度で説明できることが周りにもたくさんある
― １年「身近な物理現象～密度の違いによって起こる現象の秘密を解明しよう～」より ―

Ａがいるグループの話し合い活動

Ａの最初の考えの図と、授業後の考え

　比例や反比例を学んだ生徒たちは、日常生活の中に
比例や反比例の関係になっている事象がたくさんある
ことを知った。そこで、比例や反比例の関係について
根拠をもって説明することができるように、落雷距離
に関する観測データから音速の違いに気付き、気温と
音速の違いから比例関係を見出す活動を行った。
　比例関係であることを説明するには、式が分かりや
すいと考えたＡは、比例関係を式でまとめていた。そ
の後、グループでの話し合いや全体発表を通して、
「表を用いて考えると、数字を並べ替えられるから見
やすくなる」「グラフだと気温と音速の関係がとても
見やすい」と、いろいろな考え方や表現方法を知っ
た。
　Ａは、「みんなの考え方を聞いて、式は簡単に表せ
るけど、表やグラフの方が伝わりやすい場合もある
し、同じ式でも考え方や説明が違っていた」と振り返
った。それぞれの表現による伝わり方を知ったＡは、
どんな数学的根拠を用いたら相手に伝わりやすいかを
考え始めた。

　密度の小さい物体が浮き、密度が大きい物体が沈むことや、密度の計算の仕方や密度の大きさが
それぞれの物質で決まっていることを生徒たちは学習した。そこで、質量と体積の変化によって密
度が変化することを見いだせるように、ガリレオ温度計や浮沈子を紹介した。
　浮沈子の入ったペットボトルを握ると、浮沈子が沈むようすを見たＡは、「ペットボトルを押
すと浮沈子に水が入り、重くなって沈む」と考え
た。クラス全体で話し合い、「浮沈子の質量は大き
くなる」や「容器を押しても浮沈子の体積は変わら
ない」という意見を聞いて、Ａは重さではなく、密
度が関係していることに気付いた。「質量が大きく
なり密度が大きくなる」と考え、浮沈子の仕組みを
質量変化によって密度が変化するという関係を表現
することができた。
　「浮いたり沈んだりしているものは密度が関わっ
ていて、勉強した密度で説明できることが周りにも
たくさんある」とＡは振り返り、科学の有用性を実
感したＡは、身の周りの事象に対して科学的に考え
始めた。

― ２年「桃太郎の鬼退治」より ―
刈谷藩にとって、百姓は経済を支えてくれている大切な存在
― ２年「近世の日本～百姓と武士はどんな関係？～」より ―

　生徒が、江戸時代の百姓一揆の７～８割が成功していることに疑問をもった。そこで、刈谷で起
こった寛政一揆が成功した理由を物語資料から考える場を設定した。
　Ａは、最初「刈谷藩は大きな騒ぎになることを避けたかったのではないか」と考えていた。「物
語のどの部分から読み取ったのか」と問うと、「百姓どもをけちらせと言っている藩士に対して、
そんなことをしたらますます騒ぎが大きくなってしまうと言っている藩士がいる」と発言した。そ
こで、「藩が百姓を武力によって抑えなかったの
はなぜだろうか」と問い、話し合い活動を通し
て、藩側の視点で考えていたＡは、「百姓は藩の
経済を回していて、いなくなると藩が困るから」
と、百姓側の視点で考えるようになった。
　Ａは「藩にとって百姓は経済を支えてくれる、
とても大切で大きな存在である。そんな大切な百
姓の反感を買って信用をなくしてしまえば、藩は
消滅してしまう。だから藩は百姓の意見を聞き、
一揆を成功させた」と振り返り、江戸時代の百姓
と藩の関係性を、双方の視点から見つめ直し始め
た。

社会

音楽

道徳

国語

【資料】グループでの話し合い活動の記録

考えを深める力考えを深める力考えを深める力

Ｔ：藩が百姓を武力によって抑えなかったのはな
ぜでしょうか。

Ａ：藩としては、百姓がいてくれないと年貢を納
めてくれる人がいなくなるからだと思いま
す。

Ｂ：百姓は、お金としても食糧としても大切なお
米を作っていて、この人たちがお米を作って
くれなくなったら、藩（武士）が困るからだ
と思います。

Ａ：百姓の視点で考えたんだね。つまり、百姓は
江戸の経済を回している人々ということか
な。

　　Ｂ：私は、表を使って考えました。表を見ると
１℃で毎秒0.6ｍはやくなるので、逆に－
10℃なら、毎秒6ｍ遅くなると思い、秒速
321ｍの速さだと分かり、それに8秒をかけ
て2568ｍだと思います。

他の生徒：あ～なるほど～
　　Ｂ：なにか質問ありますか。
　　Ａ：なんで表を使って考えようと思ったんです

か。
　　Ｂ：観測データを見やすいように並べたかった

からです。
　　Ａ：確かに並べ替えたほうが見やすいね。
　　Ｂ：それでは、次はＡさんお願いします。
　　Ａ：私はｙ＝0.6ｘという式を作りました。理由

は気温と音速が比例していると思ったから
です。あとは、－10をｘに代入して速さを
求め、８秒とかけました。

　　Ｂ：では質問のある人からどうぞ。
　　Ｃ：式で考えようと思ったのはどうしてですか
　　Ａ：式は１回つくればどんな気温でもすぐ求め

られて便利だと思ったからです。

　「よい例」：①
　「いま一つな例」：②　

Ａ：①の文章では、何が嫌でそのときどう思って
いたのかが、周りの景色のことからも分かり
ました。

Ｂ：Ａさんに似ていて、①の文章では、会話文が
多く、登場人物の笑い方や声の出し方も分か
るから、心情がより伝わりやすくなっている
と思います。

Ｃ：Ａさんに付け足しで、②の文章だと、思った
ことが短い言葉でしか書かれていないから読
み手に深く伝わらないと思います。

家庭科

英語

理科

数学

学びを表現する力学びを表現する力

今回の実験で浮沈子の空気が圧縮されて
水が入ることで、質量が大きくなり密度
が大きくなって、密度が大きいと沈むの
で、そこが関係していると思います。



　　　　　本校の研究は、生徒の「目を輝かせていきいきと学ぶ姿」を引き出すために、教材開発や単元
構想、新たな気付きを促す場の設定、ＩＣＴ活用など、生徒の学びを深め、自ら学ぶ姿を引き出すための
教師支援に取り組んできた。その取り組みの中で、学びを教室に閉じず、当事者や専門家等の方々と共に
学ぶ場を設定したことで、より主体的に活動したり、学びの有用性を感じたりする姿が見られた。
　そこで、生徒のいきいきとした姿をより引き出すためには、「誰と共に」「何を創るか」が大事である
と考えた。この願いから本年度は、「共創する生徒」と研究主題を設定した。学びを教室に閉じず、生徒
の思考に寄り添い続けることで、より深い学びを目指す。
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研 究 紀 要

問題に気付く力問題に気付く力問題に気付く力

元の位置に戻っちゃうから入れ替わりができないんだ！
― ２年「バドミントン ミックスダブルスを極めよう！」より ―

他者と関わり合うことで自分の作品を客観的に見直す
― ３年「空想画　～15歳のわたし～」より ―

　思春期真っ只中の15歳の思いを空想画で表現した。自己満足で終えるのではなく、作品を観た人
に、作者の思いや考えをより伝えるために、制作途中でお互いの作品のよさや改善点について話し
合える場を設定した。
　Ａは、今の自分に必要のないものをゴミ箱に捨てるという内容の作品を描いた。アドバイス会の
中で、Ａは作品についてのコメントに目がとまった。Ａは下描きの段階で、自分の思いをうまく伝
えられていないことに気付いていた。タイムリーに実施したアドバイス会での友達の意見から、絵
の向きを変えることで、「不要な
ものを捨てる」のではなく「必要
なものをもらう」という、作品の
見せ方や視点が変化し、作者の
思いが伝わることに気付いた。
　Ａは感想に、「アドバイス会を
通して、発想の転換をすること
の大切さに気付かされました」
と書き、自分の思いをよりよく
表現するための視点を工夫し始
めた。

体育

美術

板一枚で作品の強度は大きく変わる
― １年「家庭の物を整とんしよう」より ―

Ａの試作の変容（コラボノートより）

かっこいい店員さんになりたい
― 自立活動 「状況に応じたコミュニケーションに関すること」より ―

　職場実習に向けて、困っていることを相手に伝えたり、報告をしたりするために「刈南中実習心
得」に沿って、話形を覚えたり、話し方の練習をし、職場実習に臨んだ。バザーに向けてさらによ
りよい接客ができるようにするために「新刈南中実習心得」を作成する課題を設定した。
　休日に買い物に出かけて見つけた「店員のかっこいい姿や気持ちのいい態度」を発表し合い、目
指す姿を確認した。いらっしゃいませ班、接客班、レジ班に分かれて、第１回模擬バザーを実施し
た。接客班を担当したＡは、仲間から、声の大きさや目線についてのアドバイスをもらった。Ａ
は、練習タイムで教師が実演する店員が客役の自
分を少しも見てくれないことを不快に感じ、接客
時に大切な店員の態度について考えた。また、自
身の接客の様子を撮影した動画を見て、自分の声
の大きさや目線を客観的に認めることができた。
　Ａは、接客をする時には、相手の方をしっかり
と見て、聞き取りやすい声の大きさで話すこと
が、「かっこいい店員さん」につながることに気
付き、第２回模擬バザーに生かすことができた。
そしてＡは、「新刈南中実習心得」に、「目線」
と「声の大きさ」についての文言を加える案を発
表することができた。

特別支援教育

模擬バザーを行うＡの様子

プロ選手からアドバイスをもらうＡ

　中学生全国大会の映像を視聴し、生徒はダブルスのよりよい連携について知見を広げた。しかし、
ゲームの中で思うような連携ができない状態が続いた。そこで、地元企業ジェイテクトのプロバドミ
ントン選手に協力を仰ぎ、専門的な技術指導を受け、改めて自分たちの課題を見直す場を設定した。
　Ａは、技術指導を受ける前に、今のペアの課題について考えた。そこで、ペアのフォーメーション
について「ゲーム中に守備的なサイドバイサイドから攻撃的なトップアンドバックに入れ替え、攻撃
の主導権を握りたい」という思いをもった。その思いを実現させるために、プロ選手に試合の様子を
見てもらった後、「どうすれば試合中に入れ替われますか？」と質問した。プロ選手は、「どちらか
が前に出る瞬間があるけど、そのときに元の位置に
戻ってしまうと、いつまでもサイドバイサイドのま
まだよ」と指摘した。Ａは「そういうことか！」と
納得し、ペアと「もし私が前に出たら、Ｂが下がれ
ば縦になれるね」と具体的な動き方について議論を
始めた。
　Ａは、「プロの方に教わって、元の位置に戻っち
ゃうから入れ替わりができないということに気付き
ました。これでできそうな感じがするので、ペアの
動きに合わせて前後に動く練習を試してみたい」と
振り返り、自分たちの連携の問題に気付き、次時の
課題解決に向けての思いを高めた。

技術

「共創」を実現する３つの力

考えを深める力問題に気付く力 学びを表現する力

共 創 す る 生 徒
－  多様な他者と共によりよい考えを創る －

研 究 主 題

　木材の繊維方向によって作品の強度が大きく変
わることを知った生徒は、自分の作品も長く使用
するために、特に強度にこだわって製作したいと
考えた。そこで、実際に木材で製作する前に試作
を行い、作品について追究する場を設定した。
　試作を見てＡは、「板の組み合わせ方によって
強度が変わるのか」「本を入れたときに最も力が
かかる場所はどこなのか」と疑問をもった。より
強度を上げられる方法を見つけようと本の模型を
置いて試作に負荷をかけてみたり、班の仲間と相
談したりしながら試作に何度も手を加えた。
　Ａは、「試作をせずに本製作をしていたらすぐ
に壊れる本棚ができていました。板一枚で作品の
強度は大きく変わることを実感しました」と振り
返った。仲間と関わりながら作品を見つめ直した
Ａは、強度を高め、より長く使える作品を作るた
めに本製作へと動き出した。

Ａの試作の変容

修
正
前 研究主題研究主題

研究
の

成果

研究
の

成果

次年度
の

研究

次年度
の

研究

　本年度の取組みを振り返ると、多くの生徒たちが、問題解決のために意欲的に思考に取り
組み、生徒同士や教師や専門家など、さまざまな考えをもつ他者と関わり合い、よりよい考
えをもつことができていた。生徒たちは多様な他者と関わり合いながら、考えを積み上げる
ことの大切さに気付いたように感じる。
　本校では、次年度も引き続き研究主題を「共創する生徒」と設定し、多様な他者と共によ
りよい考えを創る授業を目指す。そのための手だてとして、①共創する姿を生み出すかりな
んトーク　②共創する姿を支える教師の体制づくり　③共創する姿を引き出す単元づくりの
３つを工夫する。特に「かりなんトーク」については、各教科の授業でも活用したいと考え
ている。「課題に気づく力」「考えを深める力」「学びを表現する力」を育むために、多角
的に、そして多様な方法で生徒にアプローチし、生徒の｢共創｣をより高めていきたい。 

研 究 の 成 果 と 次 年 度 の 構 想

　　　　　本校の研究は、生徒の「目を輝かせていきいきと学ぶ姿」を引き出すために、教材開発や単元

研究に
かけた
思い

研究に
かけた
思い

共 創 す る 生 徒
～多様な他者と共によりよい考えを創る授業を目指して～

課題に気づく力・考えを深める力・学びを表現する力

手だて１ 共創する姿を生み出すかりなんトーク

手だて２ 共創する姿を支える教師の体制づくり

手だて３ 共創する姿を引き出す単元づくり

修
正
後

相手のことをよりよく知るための質問の仕方が分かってきた
― 「朝から楽しく、かりなんトーク」より ―帯活動

　生徒たちが、相手の立場に立って考えを伝え、共感しながら聞くスキルを身に付けるために、４
月から毎週月曜日、朝の会の前に１つのテーマを設定して生徒同士でトークを繰り広げる「かりな
んトーク」を全校実施した。
　かりなんトークは４人グループになって、教師が与えるテーマ（一番好きな季節は？10万円もら
ったら何をする？など考えやすいもの）にそってトークをし、１人が１分間自分の考えを発表し、
残りの３人が質問をしていく形を４回繰り返す。そして、最後にトークの内容を全体で発表する。
実施当初はなかなか会話が弾まない様子だっ
たが、だんだんと慣れてきて、時間が足りな
いくらい熱心にトークをするようになった。
　この時間を通して、Ａは「お互いのことを
より詳しく知り、絆を深められた。また、相
手に考えを上手に伝える方法や相手が話しや
すい聴き方、相手のことをよりよく知るため
の質問の仕方が分かってきた」と振り返り、
他者と共感するためのよりよい方法を見つけ
ることができていた。

かりなんトークの様子


